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平
成
二
十
九
年
六
月　
二
一
三
︱
二
二
八
頁
序
言
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
〔
貳
〕』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
所
収
の
「
論
政
論
兵
之
類
」
に
は
、「【
雄
牝
城
】」
篇
と
い
う
篇
が
含
ま
れ
て
い
る
。「
雄
牝
城
」
と
い
う
篇
名
は
、
元
々
の
篇
題
で
は
な
く
、
整
理
小
組
が
内
容
か
ら
仮
に
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
雄
牝
城
篇
は
、
攻
め
に
く
い
「
雄
城
」
と
攻
め
や
す
い
「
牝
城
」
を
そ
れ
ぞ
れ
箇
条
書
き
風
に
規
定
し
て
い
る
。
小
論
で
は
、
雄
牝
城
篇
に
見
え
る
攻
城
論
と
、
攻
城
論
と
深
い
関
わ
り
を
有
す
る
守
城
論
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
兵
学
思
想
史
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
一
、
雄
牝
城
篇
の
概
要
ま
ず
は
、
雄
牝
城
篇
の
内
容
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
。
な
お
、
雄
牝
城
篇
を
引
用
す
る
際
に
は
、『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
〔
貳
〕』
を
底
本
と
し
て
、
考
察
を
進
め
て
行
く
。
ま
ず
、「
雄
城
」
と
「
牝
城
」
を
表
に
ま
と
め
る
と
（
表
一
）
の
通
り
で
あ
る
。
多
く
の
項
目
が
「
雄
城
な
り
」「
牝
城
な
り
」
と
、
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
雄
城
の
二
、
牝
城
の
一
、
三
、
四
は
、「
城
」
と
い
う
語
が
見
え
ず
、
単
に
「
攻
む
べ
か
ら
ず
」「
撃
つ
べ
し
」
と
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
に
は
直
接
攻
城
戦
と
結
び
つ
か
な
い
項
目
も
あ
る
が
、
一
応
（
表
一
）
か
ら
除
外
せ
ず
に
掲
げ
て
い
る
。
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
雄
牝
城
」
篇
と
中
国
古
代
の
攻
城
・
守
城
の
思
想
椛
島
雅
弘
（ 213 ）
雄
牝
城
篇
は
、
そ
の
城
が
攻
撃
で
き
る
か
否
か
を
、
城
内
及
び
周
辺
の
地
形
に
よ
っ
て
規
定
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、「
負
丘
（
二
段
に
な
っ
た
丘
）」「
亢
山
（
高
い
山
）」「
名
谷
（
深
い
谷
）」
「
渒
沢
（
小
さ
な
沢
）」「
発
沢
（
大
き
な
沢
）」
が
、
攻
城
の
難
易
を
決
め
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
『
孫
子
』
軍
争
篇
に
は
、「
高
陵
勿
向
、
背
邱
勿
逆
。（
高
陵
に
は
向
か
う
勿
か
れ
、
背
邱
に
は
逆むか
う
る
勿
か
れ
。）」
と
あ
り
、
ま
た
行
軍
篇
に
は
「
視
生
處
高
、
戰
隆
無
登
。（
生
を
視
て
は
高
き
に
処
り
、
隆
き
に
戦
い
て
は
登
る
無
か
れ
。）」
と
あ
る
。
敵
と
対
峙
し
た
際
、
高
地
か
ら
攻
撃
す
る
ほ
う
が
有
利
で
あ
る
か
ら
、
低
地
か
ら
の
攻
撃
を
戒
め
る
記
述
で
あ
る
（
注
1
）
。
こ
の
理
論
は
、
雄
牝
城
篇
に
あ
る
「
城
の
中
高
く
外
下
き
者
は
、
雄
城
な
り
」（
雄
城
の
四
）
に
も
適
用
さ
れ
る
。
城
が
高
い
位
置
に
あ
り
、
そ
の
周
囲
が
低
地
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
守
城
側
は
、
よ
り
高
所
か
ら
投
射
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
一
方
、
低
地
か
ら
攻
め
る
攻
城
側
は
、
城
壁
を
抜
く
の
に
相
当
の
困
難
を
伴
う
。
ま
た
雄
牝
城
篇
で
は
、「
城
中
に
負
丘
有
る
者
は
、
雄
城
な
り
」
（
雄
城
の
五
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
負
丘
」
が
城
内
の
中
央
に
存
在
す
る
場
合
、
攻
め
づ
ら
く
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
場
合
、
仮
に
攻
城
側
が
城
門
を
突
破
し
た
と
し
て
も
、
守
城
側
の
総
司
令
官
を
捕
ら
え
る
か
、
中
央
政
庁
を
抑
え
な
け
れ
ば
勝
利
と
な
ら
な
い
。
城
内
に
丘
が
あ
れ
ば
、
恐
ら
く
総
司
令
官
は
丘
の
上
に
陣
を
構
え
、
ま
た
中
央
政
庁
も
丘
の
上
に
あ
る
た
め
、
攻
城
側
は
、
高
地
の
敵
に
対
し
て
戦
い
を
挑
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
「
雄
城
」
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
雄
牝
城
篇
の
攻
城
論
は
、『
孫
子
』
の
野
戦
に
お
け
る
理
論
と
所
々
で
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
雄
牝
城
篇
で
（
表
一
）
雄　
城
牝　
城
一
城
在
渒
澤
之
中
、
無
亢
山
名
谷
、
而
有
付
（
負
）
丘
于
其
四
方
者
、
雄
城
也
、
不
可
攻
也
。
營
軍
趣
舍
、
毋
回
名
水
、
傷
氣
弱
志
、
可
毄
（
撃
）
也
。
二
軍
食
溜（
流
）水
、【
□
□
□
、
不
可
攻
】
也
。
城
背
名
谷
、無
亢
山
其
左
右
、
虛
城
也
、
可
毄
（
撃
）
也
。
三
城
前
名
谷
、
倍
（
背
）
亢
山
、
雄
城
也
、
不
可
攻
也
。
【
□
】
盡
焼
者
、
死
襄
（
壤
）
也
、
可
毄
（
撃
）
也
。
四
城
中
高
外
下
者
、
雄
城
也
、
不
可
攻
也
。
軍
食
氾
水
者
、
死
水
也
、
可
毄
（
撃
）
也
。
五
城
中
有
付
丘
者
、
雄
城
也
、
不
可
攻
也
。
城
在
發
澤
中
、
無
名
谷
付
丘
者
、牝
城
也
、可
毄
（
撃
）
也
。
六
城
在
亢
山
間
、
無
名
谷
付
丘
者
、牝
城
也
、可
毄
（
撃
）
也
。
七
城
前
亢
山
、倍
（
背
）
名
谷
、
前
高
後
下
者
、
牝
城
也
、
可
毄
（
撃
）
也
。
（ 214 ）
は
、『
孫
子
』
で
述
べ
ら
れ
る
地
形
の
活
用
法
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
も
存
在
す
る
。
城
の
周
り
に
山
や
丘
が
存
在
し
て
い
る
と
、
よ
り
高
地
か
ら
攻
撃
を
仕
掛
け
る
こ
と
が
で
き
、
一
見
攻
城
側
に
と
っ
て
有
利
に
感
じ
る
。
実
際
、「
城
、
亢
山
の
間
に
在
り
、
名
谷
付
丘
無
き
者
は
、
牝
城
な
り
」（
牝
城
の
六
）
で
は
、
城
の
左
右
に
高
山
が
あ
る
場
合
、
そ
の
高
山
に
陣
を
取
り
、
高
所
か
ら
投
射
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
故
に
、「
牝
城
」
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
合
の
山
は
、
攻
城
側
に
と
っ
て
有
利
に
働
く
の
で
あ
る
（
注
2
）
。
た
だ
し
、「
城
、
名
谷
を
前
に
し
、
亢
山
を
背
に
す
る
は
、
雄
城
な
り
」（
雄
城
の
三
）
の
よ
う
に
、
他
の
条
件
と
の
兼
ね
合
い
で
、
山
が
攻
城
側
に
と
っ
て
有
利
に
働
か
な
い
場
合
も
あ
る
。
城
の
前
に
深
い
谷
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
天
然
の
堀
と
し
て
、
守
城
側
に
と
っ
て
有
利
に
機
能
す
る
。
よ
っ
て
、
背
後
の
高
山
に
回
り
込
ん
で
、
城
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
。
こ
の
場
合
、
攻
城
側
は
山
の
利
点
を
充
分
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
で
は
、「
名
谷
」
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
前
述
の
通
り
、
も
し
城
の
前
方
に
谷
が
あ
れ
ば
、
攻
城
側
は
攻
め
づ
ら
く
な
る
。
一
方
、「
城
、
名
谷
を
背
に
し
、
其
の
左
右
に
亢
山
無
き
は
、
虚
城
な
り
」（
牝
城
の
二
）
と
あ
る
よ
う
に
、
城
の
後
方
に
あ
れ
ば
、
守
城
側
は
援
軍
を
求
め
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
ま
た
落
城
し
た
際
、
自
国
の
領
地
に
逃
げ
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
攻
城
側
に
と
っ
て
有
利
に
働
く
。
以
上
の
よ
う
に
、
城
周
辺
の
地
形
の
配
置
や
、
そ
れ
ら
の
兼
ね
合
い
に
よ
っ
て
、
ど
ち
ら
に
と
っ
て
有
利
に
作
用
す
る
か
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
、「
渒
沢
」「
発
沢
」
と
城
と
の
関
係
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。「
渒
沢
」
は
、「
城
、
渒
沢
の
中
に
在
り
、
亢
山
名
谷
無
く
、
而
れ
ど
も
負
丘
、
其
の
四
方
に
有
る
者
は
、
雄
城
な
り
」
（
雄
城
の
一
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
雄
城
」
の
条
件
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
孫
子
』
行
軍
篇
に
欲
戰
者
、
無
附
于
水
而
迎
客
。
視
生
處
高
、
無
迎
水
流
。
此
處
水
上
之
軍
也
。
絶
斥
澤
、
惟
亟
去
勿
留
。
若
交
軍
于
斥
澤
之
中
、
必
依
水
草
、
而
背
衆
樹
。
此
處
斥
澤
之
軍
也
。
戦
わ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
水
に
附
き
て
客
を
迎
う
る
こ
と
無
か
れ
。
生
を
視
て
は
高
き
に
処
り
、
水
流
を
迎
う
る
こ
と
無
か
れ
。
此
れ
水
上
に
処
る
の
軍
な
り
。
斥
沢
を
絶
つ
に
は
、
惟
だ
亟
か
に
去
り
て
留
ま
る
こ
と
勿
れ
。
若
し
軍
を
斥
沢
の
中
に
交
う
れ
ば
、
必
ず
水
草
に
依
り
て
、
衆
樹
を
背
に
せ
よ
。
此
れ
斥
沢
に
処
る
の
軍
な
り
。
と
あ
る
よ
う
に
、
水
辺
は
兵
の
移
動
が
容
易
で
は
な
く
、
敵
軍
へ
の
対
応
が
難
し
い
た
め
、
迅
速
に
通
過
す
る
べ
き
地
形
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
通
じ
る
。
城
周
辺
が
沼
沢
に
囲
ま
れ
て
い
た
場
合
、
（ 215 ）
攻
城
側
は
、
限
ら
れ
た
道
し
か
通
る
こ
と
が
で
き
ず
、
兵
を
展
開
さ
せ
て
攻
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
沼
沢
が
大
き
す
ぎ
る
と
、
そ
れ
を
攻
城
側
に
利
用
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。
雄
牝
城
篇
は
、「
城
、
発
沢
の
中
に
在
り
、
名
谷
付
丘
無
き
者
は
、
牝
城
な
り
」（
牝
城
の
五
）
と
あ
る
よ
う
に
、
城
周
辺
に
大
き
な
沼
沢
が
あ
る
こ
と
を
、
攻
城
側
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、
堤
防
を
築
き
、
雨
に
よ
る
増
水
を
待
っ
て
決
壊
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
城
を
攻
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、「
牝
城
」
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
雄
牝
城
篇
に
お
け
る
攻
城
論
は
、
城
周
辺
の
地
形
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
、
攻
め
る
こ
と
が
難
し
い
「
雄
城
」
と
、
攻
め
易
い
「
牝
城
」
を
そ
れ
ぞ
れ
規
定
す
る
の
で
あ
る
。
二
、
占
術
兵
学
と
「
地
」「
攻
城
」
と
こ
ろ
で
、
中
国
兵
学
思
想
に
お
い
て
、「
地
」
は
、
占
術
的
要
素
と
結
び
付
く
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、『
孫
臏
兵
法
』
地
葆
篇
は
、「
五
地
之
勝
曰
、
山
勝
陵
、
陵
勝
阜
、
阜
勝
陳
丘
、
陳
丘
勝
林
平
地
。（
五
地
の
勝
に
曰
く
、
山
は
陵
に
勝
ち
、
陵
は
阜
に
勝
ち
、
阜
は
陳
丘
に
勝
ち
、
陳
丘
は
林
の
平
地
に
勝
つ
。）」
と
あ
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
「
高
陵
に
は
向
か
う
勿
か
れ
」（『
孫
子
』
軍
争
篇
）
の
よ
う
な
合
理
的
地
形
論
を
踏
襲
す
る
。
し
か
し
、
一
部
「
五
壌
之
勝
、
青
勝
黄
、
黄
勝
黒
、
黒
勝
赤
、
赤
勝
白
、
白
勝
青
。（
五
壌
の
勝
は
、
青
は
黄
に
勝
ち
、
黄
は
黒
に
勝
ち
、
黒
は
赤
に
勝
ち
、
赤
は
白
に
勝
ち
、
白
は
青
に
勝
つ
。）」
の
よ
う
に
、
五
行
説
を
用
い
て
「
地
」
の
優
劣
に
関
し
て
述
べ
る
。
ま
た
、
張
家
山
漢
墓
竹
簡
『
蓋
廬
』
第
四
章
に
は
、「
申
胥
曰
、
凡
戰
之
道
、
冬
戰
從
高
者
擊
之
、
夏
戰
從
卑
者
擊
之
、
此
其
勝
也
。（
申
胥
曰
く
、
凡
そ
戦
の
道
、
冬
の
戦
い
は
高
き
者
従
り
之
を
撃
ち
、
夏
の
戦
い
は
卑
き
者
従
り
之
を
撃
つ
、
此
れ
其
の
勝
な
り
。）」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、福
田
一
也
氏
が
述
べ
る
（
注
4
）
よ
う
に
、
冬
は
「
陰
」
の
気
が
盛
ん
に
な
る
季
節
で
あ
る
た
め
、
高
い
所
か
ら
低
い
所
へ
流
れ
る
「
水
」（
陰
気
）
の
よ
う
に
攻
め
る
こ
と
を
善
し
と
し
、
一
方
、
夏
は
「
陽
」
の
気
が
盛
ん
に
な
る
季
節
で
あ
る
た
め
、
低
い
所
か
ら
高
い
所
へ
燃
え
上
が
る
「
火
」（
陽
気
）
の
よ
う
に
攻
め
る
こ
と
を
善
し
と
す
る
、
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
蓋
廬
』
で
は
、
陰
陽
説
に
基
づ
い
て
「
地
」
と
戦
争
の
関
係
性
に
つ
い
て
述
べ
る
。
占
術
兵
学
が
攻
城
と
結
び
つ
い
た
例
と
し
て
は
、
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
『
日
月
風
雨
雲
気
占
』
（
注
5
）
の
記
述
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
攻
城
圍
邑
、
疾
西
風
而
城
抜
、
東
風
不
抜
。（
城
を
攻
め
邑
を
囲
む
に
、
疾
な
る
西
風
あ
ら
ば
城
抜
き
、
東
風
あ
ら
ば
抜
か
ず
。）」
で
は
、
風
と
そ
の
方
角
に
よ
っ
て
、
攻
城
が
成
功
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
。
ま
た
別
箇
所
で
は
、
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攻
城
圍
邑
、
智
（
知
）
客
與
主
人
相
勝
。
以
日
軍
（
暈
）、
雲
如
雍
（
鴻
）
雁
相
随
、
出
日
月
軍
（
暈
）
中
主
人
勝
、
入
而
客
勝
。
城
を
攻
め
邑
を
囲
む
に
、
客
と
主
人
と
相
勝
つ
を
知
る
。
日
暈
を
以
て
、
雲
の
鴻
雁
の
ご
と
く
相
随
い
、
日
月
暈
中
よ
り
出
で
れ
ば
主
人
勝
ち
、
入
れ
ば
客
勝
つ
。
の
よ
う
に
、「
暈
」（
大
陽
・
月
の
周
り
に
現
れ
る
光
の
輪
の
こ
と
）
の
形
状
・
場
所
に
よ
り
、
攻
城
側
と
守
城
側
の
ど
ち
ら
が
勝
利
す
る
か
判
断
し
て
い
る
。
一
方
、
先
に
確
認
し
た
通
り
、
雄
牝
城
篇
で
は
、
地
葆
篇
・
『
蓋
廬
』・『
日
月
風
雨
雲
気
占
』
の
よ
う
な
占
術
理
論
を
用
い
る
こ
と
は
せ
ず
、
あ
く
ま
で
合
理
的
な
観
点
か
ら
、「
雄
城
」
と
「
牝
城
」
を
分
類
し
て
い
る
。
な
お
、
雄
牝
城
篇
の
成
立
時
代
に
つ
い
て
は
、
判
断
材
料
に
乏
し
い
が
、
時
代
背
景
か
ら
あ
る
程
度
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
秦
漢
時
代
成
立
の
可
能
性
で
あ
る
が
、
統
一
王
朝
が
誕
生
し
、
他
国
の
城
を
攻
め
る
必
要
の
無
く
な
っ
た
秦
漢
時
代
に
お
い
て
、
雄
牝
城
篇
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
る
の
は
難
し
い
。
そ
れ
で
は
春
秋
時
代
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
春
秋
時
代
の
戦
争
は
、
元
々
野
戦
で
決
着
す
る
ケ
ー
ス
が
主
流
で
あ
り
、
攻
城
戦
も
戦
国
期
の
ご
と
く
頻
繁
に
起
こ
っ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
春
秋
時
代
に
雄
牝
城
篇
の
よ
う
な
著
作
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
薄
い
。
愛
宕
元
『
中
国
の
城
郭
都
市　
殷
周
か
ら
明
清
ま
で
』（
中
公
新
書
、
一
九
九
一
年
）
は
、
戦
国
期
に
お
い
て
城
郭
構
造
が
変
化
す
る
原
因
が
、
攻
城
戦
の
激
化
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
背
景
に
、「
戦
争
の
大
規
模
化
及
び
長
期
化
し
た
こ
と
」「
主
要
兵
科
が
戦
車
か
ら
歩
兵
へ
移
行
し
た
こ
と
」
の
二
つ
が
存
在
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。
戦
争
の
大
規
模
化
及
び
長
期
化
が
進
め
ば
、
当
然
攻
撃
す
べ
き
城
も
多
く
な
り
、
攻
城
戦
（
及
び
守
城
戦
）
が
戦
略
上
重
要
と
な
る
。
ま
た
、
主
要
兵
科
が
戦
車
か
ら
歩
兵
に
切
り
替
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
平
坦
な
地
形
で
し
か
機
能
し
な
い
戦
車
と
比
べ
、
歩
兵
は
険
阻
な
地
形
で
も
突
破
し
て
進
軍
で
き
、
敵
国
領
内
深
く
の
侵
攻
が
可
能
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
際
に
は
、
多
く
の
城
を
攻
略
す
る
必
要
性
が
生
じ
る
。
つ
ま
り
、
攻
城
戦
が
激
化
し
た
の
は
戦
国
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、『
史
記
』
を
見
て
み
る
と
戦
国
中
期
～
後
期
の
記
事
で
は
、
侵
略
戦
争
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
、
ま
た
「
～
（
地
名
）
を
抜
く
」
と
い
う
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
以
上
の
情
報
を
勘
案
す
れ
ば
、
雄
牝
城
篇
の
成
立
は
、
戦
国
期
の
中
期
～
後
期
で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
で
あ
ろ
う
（
注
3
）
。
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三
、『
孫
子
』『
孫
臏
兵
法
』
の
攻
城
論
そ
れ
で
は
、
雄
牝
城
篇
の
攻
城
論
は
、
中
国
兵
学
思
想
史
に
お
い
て
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
だ
ろ
う
か
。
諸
兵
書
に
お
け
る
攻
城
に
関
す
る
記
述
に
注
目
し
て
考
察
し
た
い
。
ま
ず
は
『
孫
子
』
に
つ
い
て
。『
孫
子
』
が
述
べ
る
兵
法
の
根
底
に
は
、「
自
国
と
敵
国
の
資
源
を
保
全
し
た
ま
ま
勝
利
す
る
」
「
犠
牲
を
可
能
な
限
り
減
ら
す
」
と
い
う
意
図
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
戦
争
に
勝
利
し
た
際
の
利
益
を
で
き
る
だ
け
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
。
一
方
、
攻
城
戦
は
、
こ
の
よ
う
な
『
孫
子
』
の
意
図
と
基
本
的
に
一
致
し
な
い
。
よ
っ
て
謀
攻
篇
で
は
、
故
上
兵
伐
謀
、
其
次
伐
交
、
其
次
伐
兵
、
其
下
攻
城
。
攻
城
之
法
、
爲
不
得
已
。
修
櫓
轒
轀
、
具
器
械
、
三
月
而
後
成
。
距
闉
、
又
三
月
而
後
已
。
將
不
勝
其
忿
、
而
蟻
附
之
、
殺
士
卒
三
分
之
一
、
而
城
不
抜
者
、
此
攻
之
災
也
。
故
に
上
兵
は
謀
を
伐
つ
、
其
の
次
は
交
を
伐
つ
、
其
の
次
は
兵
を
伐
つ
、
其
の
下
は
城
を
攻
む
。
攻
城
の
法
は
、
已
む
を
得
ざ
る
が
為
な
り
。
櫓
・
轒
轀
を
修
め
、
器
械
を
具
え
、
三
月
に
し
て
後
に
成
る
。
距
闉
又
た
三
月
に
し
て
後
に
已お
わ
る
。
将
其
の
忿
り
に
勝
え
ず
し
て
、
之
に
蟻
附
せ
し
め
、
士
卒
の
三
分
の
一
を
殺
す
も
、
城
の
抜
け
ざ
る
は
、
此
れ
攻
の
災
な
り
。
と
述
べ
る
。
攻
城
に
必
要
な
「
櫓
」「
轒
轀
」
と
い
っ
た
兵
器
の
用
意
や
、
攻
城
の
た
め
の
陣
地
（
距
闉
）
を
築
く
の
に
、
多
大
な
財
力
と
労
力
に
加
え
、
長
い
時
間
を
費
や
し
、
そ
れ
が
長
引
け
ば
長
引
く
ほ
ど
、
攻
城
側
は
疲
弊
し
、
ま
た
国
の
経
済
も
逼
迫
す
る
。
か
と
い
っ
て
、
将
軍
が
短
期
決
着
を
目
論
み
、
無
理
や
り
城
壁
を
登
っ
て
攻
撃
さ
せ
れ
ば
、
味
方
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
城
を
抜
く
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
状
況
に
な
り
か
ね
な
い
。
よ
っ
て
、
攻
城
戦
は
「
已
む
を
得
ず
」
行
う
も
の
で
あ
り
、
最
も
下
策
で
あ
る
、
と
規
定
す
る
。
た
だ
し
、
謀
攻
篇
の
後
文
で
は
、
条
件
付
き
で
攻
城
戦
を
容
認
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
故
用
兵
之
法
、
十
則
圍
之
、
五
則
攻
之
、
倍
則
分
之
、
敵
則
能
戰
之
、
少
則
能
逃
之
、
不
若
則
能
避
之
。
故
小
敵
之
堅
、
大
敵
之
擒
也
。
故
に
用
兵
の
法
は
、
十
な
れ
ば
則
ち
之
を
囲
み
、
五
な
れ
ば
則
ち
之
を
攻
め
、
倍
す
れ
ば
則
ち
之
を
分
か
ち
、
敵
す
れ
ば
則
ち
能
く
之
と
戦
い
、
少
な
け
れ
ば
則
ち
能
く
之
を
逃
れ
、
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若
か
ざ
れ
ば
則
ち
能
く
之
を
避
く
。
故
に
小
敵
の
堅
な
る
は
、
大
敵
の
擒
な
り
。
こ
の
記
述
は
、
攻
城
戦
の
み
を
想
定
し
た
も
の
か
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
十
な
れ
ば
則
ち
之
を
囲
む
」
に
つ
い
て
は
、
曹
操
を
は
じ
め
と
す
る
歴
代
注
釈
者
が
、
攻
城
戦
を
想
定
し
た
記
述
だ
と
解
釈
す
る
（
注
6
）
。
ま
た
「
五
な
れ
ば
則
ち
之
を
攻
む
」
も
、
杜
牧
や
陳
暭
が
攻
城
と
関
連
さ
せ
て
解
説
し
て
い
る
（
注
7
）
。
こ
れ
ら
の
解
釈
に
従
う
な
ら
ば
、『
孫
子
』
は
、
自
軍
の
兵
力
が
敵
軍
の
五
倍
か
ら
十
倍
に
及
ん
で
、
は
じ
め
て
攻
城
戦
を
行
う
こ
と
を
容
認
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
九
変
篇
に
は
、「
城
有
所
不
攻
（
城
に
攻
め
ざ
る
所
有
り
）」
と
説
く
。
こ
れ
は
、『
孫
子
』
四
変
篇
（
佚
篇
）
に
城
之
所
不
攻
者
、
曰
、
計
吾
力
足
以
抜
之
、
抜
之
而
不
及
利
於
前
、
得
之
而
後
弗
能
守
。
若
力
【
不
】
足
、
城
必
不
取
、
及
於
前
利
得
而
城
自
降
、
利
不
得
而
不
爲
害
於
後
。
若
此
者
、
城
唯
（
雖
）
可
攻
、
弗
攻
也
。
城
の
攻
め
ざ
る
所
の
者
は
、
曰
く
、
吾
が
力
以
て
之
を
抜
く
に
足
る
を
計
り
て
、
之
を
抜
け
ど
も
利
を
前
に
及
ば
ざ
る
、
之
を
得
れ
ど
も
後
に
守
る
こ
と
能
わ
ず
。
若
し
力
足
ら
【
ざ
り
】
て
、
城
必
ず
取
ら
ざ
る
、
前
に
及
び
て
利
得
て
、
城
自
ら
降
る
、
利
得
ざ
れ
ど
も
害
を
後
に
為
さ
ざ
る
。
此
の
ご
と
き
者
は
、
城
攻
む
る
べ
き
と
雖
も
、
攻
む
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
と
あ
る
よ
う
に
、「
利
害
を
考
え
た
結
果
、
無
理
に
攻
め
る
必
要
が
な
い
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
る
。
例
え
ば
、
兵
力
的
に
は
充
分
攻
め
落
と
せ
る
差
が
あ
る
が
、
落
と
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
先
の
進
軍
に
大
し
た
利
益
を
与
え
る
こ
と
が
な
い
城
、
も
し
く
は
、
手
に
入
れ
て
も
守
り
き
れ
る
計
算
が
立
た
な
い
城
で
あ
る
。
四
変
篇
は
こ
の
よ
う
に
、
戦
略
的
な
見
地
か
ら
「
攻
む
る
べ
か
ら
ざ
る
」
城
を
規
定
す
る
。
以
上
、『
孫
子
』
及
び
『
孫
子
』
佚
篇
と
さ
れ
る
四
変
篇
の
関
連
記
述
を
確
認
し
た
。『
孫
子
』
は
、
双
方
の
被
害
が
甚
大
と
な
る
攻
城
戦
を
最
も
下
等
な
策
だ
と
規
定
す
る
た
め
、
攻
城
戦
に
関
す
る
言
及
は
少
な
い
。
ま
た
四
変
篇
は
、
攻
城
に
つ
い
て
説
く
が
、「
攻
む
る
べ
か
ら
ざ
る
」
城
を
説
く
に
留
ま
り
、「
攻
む
べ
き
」
城
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は
な
い
。
一
方
「
地
」
に
つ
い
て
は
、
計
篇
で
重
要
視
さ
れ
る
「
五
事
」
の
一
つ
に
「
地
」
が
含
ま
れ
る
。
実
際
、
先
に
確
認
し
た
軍
争
篇
・
行
軍
篇
に
加
え
、
九
地
篇
・
地
形
篇
で
も
、「
地
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
た
だ
し
、
雄
牝
城
篇
の
よ
う
に
、
攻
城
戦
と
「
地
」
を
絡
め
て
具
体
的
記
述
を
行
う
こ
と
は
な
い
。
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次
に
『
孫
臏
兵
法
』
を
確
認
し
た
い
。
田
忌
問
孫
子
曰
、「
患
兵
者
何
也
、
困
適
（
敵
）
者
何
也
。
壁
延
不
得
者
何
也
。
失
天
者
何
也
。
失
地
者
何
也
。
失
人
者
何
也
。
請
問
此
六
者
有
道
乎
。」
孫
子
曰
、「
有
。
患
兵
者
地
也
，
困
適
（
敵
）
者
險
也
。
故
曰
、
三
里
（
沮
）
洳
將
患
軍
。
…
…
渉
將
留
大
甲
。
故
曰
、
患
兵
者
地
也
、
困
適
（
敵
）
者
險
也
、
壁
延
不
得
者
（
渠
）
寒
（
塞
）
也
。
…
…
。
（
後
略
）」
田
忌
、
孫
子
に
問
い
て
曰
く
、「
兵
を
患うれ
え
し
め
る
者
は
何
ぞ
や
、
敵
を
困くるしめ
る
者
は
何
ぞ
や
。
壁
延
の
得
ざ
る
者
は
何
ぞ
や
。
天
に
失
す
る
者
は
何
ぞ
や
。
地
に
失
す
る
者
は
何
ぞ
や
。
人
に
失
す
る
者
は
何
ぞ
や
。
請
い
問
う
、
此
の
六
者
に
道
有
り
や
。」
と
。
孫
子
曰
く
、「
有
り
。
兵
を
患
え
し
め
る
者
は
地
な
り
、
敵
を
困
め
る
者
は
険
な
り
。
故
に
曰
く
、
三
里
の
沮
洳
は
将
に
軍
を
患
え
し
め
ん
と
す
。
…
…
渉
る
は
将
に
大
甲
を
留
め
ん
と
す
。
故
に
曰
く
、
兵
を
患
え
し
め
る
者
は
地
な
り
、
敵
を
困
め
る
者
は
険
な
り
、
壁
延
の
得
ざ
る
者
は
渠
塞
な
り
。
…
…
。（
後
略
）」
と
。（
威
王
問
篇
）
こ
こ
で
は
、「
敵
を
困
め
る
者
は
何
ぞ
や
」
と
問
う
田
忌
に
対
し
、
孫
臏
は
、
三
里
も
続
く
「
沮
洳
（
泥
沼
）」
の
よ
う
な
「
険
」
な
る
地
形
と
答
え
る
。
こ
の
他
『
孫
臏
兵
法
』
で
は
、
地
形
を
含
め
た
「
地
」
に
つ
い
て
、
多
く
言
及
す
る
。
一
方
、
攻
城
に
つ
い
て
は
、
城
壁
ま
で
進
み
な
が
ら
も
抜
く
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
を
「
渠
塞
（
矢
石
を
防
ぐ
設
備
）」
に
求
め
る
。
し
か
し
、
他
に
攻
城
に
つ
い
て
述
べ
る
箇
所
は
、「
襲
國
邑
以
水
則
（
国
邑
を
襲
う
に
は
水
則
を
以
て
す
）」（
官
一
篇
）
し
か
存
在
し
な
い
。
こ
の
記
述
は
、
城
攻
め
に
水
を
用
い
る
と
い
う
手
法
を
説
き
、
攻
城
と
地
形
が
関
係
し
て
い
る
。
『
孫
臏
兵
法
』
で
多
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
戦
術
論
は
、
以
上
の
よ
う
な
記
述
を
除
き
、
い
ず
れ
も
野
戦
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
孫
子
』
の
「
攻
城
が
下
策
で
あ
る
」
と
い
う
価
値
観
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
こ
と
に
よ
り
起
き
た
現
象
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
雄
牝
城
篇
は
、
か
つ
て
『
孫
臏
兵
法
』
の
一
部
だ
と
見
な
さ
れ
て
い
た
た
め
、「『
孫
臏
兵
法
』
は
攻
城
戦
を
重
視
し
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
現
在
、
雄
牝
城
篇
は
、「
論
政
論
兵
之
類
」
の
一
篇
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
た
め
、
現
時
点
で
は
こ
の
認
識
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
（
注
8
）
。
四
、
中
国
兵
書
に
お
け
る
攻
城
論
『
孫
子
』・『
孫
臏
兵
法
』
の
他
、
攻
城
に
関
す
る
記
述
は
諸
兵
（ 220 ）
書
に
散
見
す
る
。『
呉
子
』
応
変
篇
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
存
在
す
る
。
呉
子
曰
、「
凡
攻
敵
圍
城
之
道
、
城
邑
既
破
、
各
入
其
宮
、
御
其
祿
秩
、
收
其
器
物
。
軍
之
所
至
、
無
刊
其
木
、
發
其
屋
、
取
其
粟
、
殺
其
六
畜
、
燔
其
積
聚
、
示
民
無
殘
心
。
其
有
請
降
、
許
而
安
之
。」
呉
子
曰
く
、「
凡
そ
敵
を
攻
め
城
を
囲
む
の
道
、
城
邑
既
に
破
る
れ
ば
、
各
其
の
宮
に
入
り
、
其
の
禄
秩
を
御
し
、
其
の
器
物
を
収
む
。
軍
の
至
る
所
は
、
其
の
木
を
刊き
り
、
其
の
屋
を
発あば
き
、
其
の
粟
を
取
り
、
其
の
六
畜
を
殺
し
、
其
の
積
聚
を
燔
く
こ
と
無
く
、
民
に
残
心
無
き
を
示
す
。
其
の
降
る
を
請
う
あ
ら
ば
、
許
し
て
之
を
安
ん
ず
。」
と
。
城
を
陥
落
さ
せ
た
際
は
、
略
奪
行
為
を
働
く
こ
と
な
く
、
住
民
に
「
残
心
」
が
無
い
こ
と
を
示
す
、
す
な
わ
ち
戦
後
処
理
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
た
応
変
篇
に
は
、
武
侯
問
曰
、「
有
師
甚
衆
、
既
武
且
勇
、
背
大
險
阻
、
右
山
左
水
、
深
溝
高
壘
、
守
以
彊
弩
、
退
如
山
移
、
進
如
風
雨
、
糧
食
又
多
、
難
與
長
守
。」
對
曰
、「
大
哉
問
乎
。
非
此
車
騎
之
力
、
聖
人
之
謀
也
。
能
備
千
乘
萬
騎
、
兼
之
徒
歩
、
分
爲
五
軍
、
各
軍
一
衢
。
夫
五
軍
五
衢
、
敵
人
必
惑
、
莫
之
所
加
。
敵
人
若
堅
守
、
以
固
其
兵
、
急
行
間
諜
、
以
觀
其
慮
。
彼
聽
吾
說
、
解
之
而
去
。
不
聽
吾
說
、
斬
使
焚
書
、
分
爲
五
戰
。
戰
勝
勿
追
、
不
勝
疾
歸
。
如
是
佯
北
、
安
行
疾
鬭
、
一
結
其
前
、
一
絕
其
後
。
兩
軍
銜
枚
、
或
左
或
右
、
而
襲
其
處
、
五
軍
交
至
、
必
有
其
力
。
此
擊
彊
之
道
也
。」
武
侯
問
い
て
曰
く
、「
有
師
り
て
甚
だ
衆
く
、
既
に
武
且
つ
勇
に
し
て
、
大
険
阻
を
背
に
し
、
山
を
右
に
し
水
を
左
に
し
、
溝
を
深
く
し
壘
を
高
く
し
、
守
る
に
強
弩
を
以
て
し
、
退
く
こ
と
山
の
移
る
が
ご
と
く
、
進
む
こ
と
風
雨
の
ご
と
く
、
糧
食
又
た
多
く
し
て
、
与
に
長
く
守
り
難
し
。」
と
。
対
え
て
曰
く
、「
大
な
る
か
な
問
や
。
此
れ
車
騎
の
力
に
非
ず
、
聖
人
の
謀
な
り
。
能
く
千
乗
万
騎
を
備
え
、
之
に
徒
歩
を
兼
ね
、
分
か
ち
て
五
軍
と
為
し
、
各
一
衢
に
軍
す
。
夫
れ
五
軍
五
衢
な
ら
ば
、
敵
人
必
ず
惑
い
て
、
之
加
う
る
所
莫
し
。
敵
人
若
し
堅
く
守
り
、
以
て
其
の
兵
を
固
く
せ
ば
、
急
に
間
諜
を
行や
り
て
、
以
て
其
の
慮
を
観
る
。
彼
、
吾
が
説
を
聴
か
ば
、
之
を
解
き
て
去
ら
ん
。
吾
が
説
を
聴
か
ざ
れ
ば
、
使
を
斬
り
書
を
焚
く
、
分
ち
て
五
戦
を
為
さ
ん
。
戦
い
勝
つ
も
追
う
こ
と
勿
く
、
勝
た
ざ
れ
ば
疾
く
帰
る
。
是
の
ご
と
く
（ 221 ）
し
て
佯いつわり
北
げ
、
安しずかに
行
き
疾
く
闘
い
、
一
は
其
の
前
を
結
び
、
一
は
其
の
後
に
絶
つ
。
両
軍
、
枚
を
銜ふく
み
、
或
い
は
左
し
或
い
は
右
し
て
、
其
の
処
を
襲
い
、
五
軍
交
至
ら
ば
、
必
ず
其
の
力
有
ら
ん
。
此
れ
強
を
撃
つ
の
道
な
り
。」
と
。
と
い
う
問
答
が
存
在
す
る
。「
大
険
阻
を
背
に
し
、
山
を
右
に
し
水
を
左
に
し
、
溝
を
深
く
し
壘
を
高
く
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
地
形
と
防
御
拠
点
を
結
び
つ
け
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、「
之
を
解
き
て
去
ら
ん
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
攻
「
城
」
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
攻
「
陣
」
を
想
定
し
た
記
述
で
あ
る
た
め
、
雄
牝
城
篇
と
は
少
し
異
な
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
主
題
は
、
地
形
と
防
御
拠
点
の
関
係
性
で
は
な
く
、「
聖
人
の
謀
」
︱
つ
ま
り
、
呉
起
が
答
え
る
臨
機
応
変
の
戦
術
で
あ
る
。
同
様
の
現
象
は
、『
六
韜
』
虎
韜
・
略
地
篇
に
も
見
え
る
。
武
王
曰
、「
中
人
絶
糧
、
外
不
得
輸
、
陰
爲
約
誓
、
相
與
密
謀
。
夜
出
窮
寇
死
戰
、
其
車
騎
銳
士
、
或
衝
我
内
、
或
擊
我
外
、
士
卒
迷
惑
、
三
軍
敗
亂
。
爲
之
奈
何
。」
太
公
曰
、「
如
此
者
、
當
分
軍
爲
三
軍
、
謹
視
地
形
而
處
、
審
知
敵
人
別
軍
所
在
及
其
大
城
別
堡
、
爲
之
置
遺
缺
之
道
以
利
其
心
。
謹
備
勿
失
。
敵
人
恐
懼
、
不
入
山
林
、
即
歸
大
邑
。
走
其
別
軍
。
車
騎
遠
要
其
前
、
勿
令
遺
脫
。
中
人
、
以
爲
先
出
者
得
其
徑
道
、
其
練
卒
・
材
士
必
出
、
其
老
弱
獨
在
。
車
騎
深
入
長
驅
、
敵
人
之
軍
、
必
莫
敢
至
。
愼
勿
與
戰
、
絕
其
糧
道
、
圍
而
守
之
、
必
久
其
日
。」
武
王
曰
く
、「
中
人
、
糧
を
絶
ち
、
外
、
輸
す
る
得
ざ
る
と
き
、
陰
に
約
誓
を
為
し
、
相
与
に
密
に
謀
る
。
夜
に
窮
寇
を
出
で
て
死
戦
し
、
其
の
車
騎
鋭
士
、
或
い
は
我
が
内
を
衝
き
、
或
い
は
我
が
外
を
撃
た
ば
、
士
卒
迷
惑
し
、
三
軍
敗
乱
せ
ん
。
之
を
為
す
こ
と
奈
何
。」
と
。
太
公
曰
く
、「
此
の
ご
と
き
者
は
、
当
に
分
ち
て
軍
を
三
軍
と
為
し
、
謹
み
て
地
形
を
視
て
処
り
、
審
か
に
敵
人
の
別
軍
の
在
る
所
及
び
其
の
大
城
別
堡
を
知
り
、
之
が
為
に
遺
欠
の
道
を
置
き
、
以
て
其
の
心
を
利
す
べ
し
。
謹
み
て
備
え
て
失
う
勿
か
れ
。
敵
人
恐
懼
し
、
山
林
に
入
ら
ず
ん
ば
、
即
ち
大
邑
に
帰
す
。
其
の
別
軍
に
走
ら
ん
。
車
騎
遠
く
其
の
前
を
要さえ
ぎ
り
、
遺
脱
せ
し
む
る
勿
か
れ
。
中
人
、
以
て
先
づ
出
で
た
る
者
は
其
の
径
道
を
得
ん
と
為
し
、
其
の
練
卒
・
材
士
は
必
ず
出
で
、
其
の
老
弱
の
み
独
り
在
ら
ん
。
車
騎
深
く
入
り
長
く
駆
ら
ば
、
敵
人
の
軍
、
必
ず
敢
て
至
る
莫
し
。
慎
み
て
与
に
戦
う
勿
か
れ
、
其
の
糧
道
を
絶
ち
、
囲
み
て
之
を
守
り
、
必
ず
其
の
日
を
久
し
く
せ
よ
。」
と
。
「
謹
み
て
地
形
を
視
て
処
る
」
と
あ
り
、
一
応
攻
城
戦
と
地
形
を
（ 222 ）
関
連
付
け
て
い
る
が
、『
呉
子
』
応
変
篇
の
記
述
と
同
じ
く
、
こ
こ
で
の
地
形
は
、
あ
く
ま
で
一
要
素
で
し
か
な
く
、
主
題
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
主
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
呂
尚
が
語
る
巧
み
な
計
略
で
あ
る
。
こ
の
他
、
略
地
篇
で
は
、
攻
城
戦
に
関
す
る
記
述
が
一
つ
確
認
さ
れ
る
。
武
王
問
太
公
曰
、「
戰
勝
深
入
、
略
其
地
、
有
大
城
不
可
下
。
其
別
軍
守
險
、
與
我
相
拒
。
我
欲
攻
城
圍
邑
、
恐
其
別
軍
卒
至
而
擊
我
、
中
外
相
合
、
擊
我
表
裏
、
三
軍
大
亂
、
上
下
恐
駭
。
爲
之
奈
何
。」
太
公
曰
、「
凡
攻
城
圍
邑
、
車
騎
必
遠
屯
衞
、
警
戒
阻
其
外
内
、
中
人
絕
糧
、
外
不
得
輸
、
城
人
恐
怖
、
其
將
必
降
。」
武
王
、
太
公
に
問
い
て
曰
く
、「
戦
い
勝
ち
て
深
く
入
り
、
其
の
地
を
略
す
る
に
、
大
城
の
下
す
べ
か
ら
ざ
る
有
り
。
其
の
別
軍
、
険
を
守
り
、
我
と
相
拒
ぐ
。
我
、
城
を
攻
め
邑
を
囲
ま
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
其
の
別
軍
、
卒
に
至
り
て
我
を
撃
ち
、
中
外
相
合
し
て
、
我
が
表
裏
を
撃
ち
、
三
軍
大
い
に
乱
れ
、
上
下
恐
駭
せ
ん
こ
と
を
恐
る
。
之
を
為
す
こ
と
奈
何
。」
と
。
太
公
曰
く
、「
凡
そ
城
を
攻
め
邑
を
囲
む
に
は
、
車
騎
必
ず
遠
く
屯
衛
し
、
警
戒
し
て
其
の
外
内
を
阻
て
、
中
人
糧
を
絶
ち
、
外
、
輸いた
す
を
得
ざ
れ
ば
、
城
人
恐
怖
し
、
其
の
将
必
ず
降
ら
ん
。」
と
。
大
き
な
城
を
包
囲
し
た
が
、
城
内
外
の
敵
軍
が
連
携
し
て
抵
抗
す
る
の
で
落
と
せ
な
い
場
合
、
遠
巻
き
に
城
を
包
囲
し
て
、
城
内
と
場
外
の
連
携
を
絶
つ
と
同
時
に
、
兵
糧
攻
め
に
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。
や
は
り
こ
こ
で
も
、
地
形
が
攻
城
戦
の
主
題
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
『
呉
子
』・『
六
韜
』
に
は
、
地
形
に
関
す
る
記
述
は
散
見
す
る
（
注
9
）
が
、
い
ず
れ
も
攻
城
戦
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、『
尉
繚
子
』
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
攻
権
篇
に
は
、
攻
城
に
関
す
る
記
述
が
二
つ
見
ら
れ
る
。
津
梁
未
發
、
要
塞
未
修
、
城
險
未
設
、
渠
答
未
張
、
則
雖
有
城
無
守
矣
。
津
梁
未
だ
発
せ
ず
、
要
塞
未
だ
修
め
ず
、
城
険
未
だ
設
け
ず
、
渠
答
未
だ
張
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
城
有
り
を
と
雖
も
守
る
無
し
。
津
梁
（
橋
）、
要
塞
、
城
険
、
渠
答
（
ま
き
び
し
等
の
敵
を
侵
攻
を
阻
害
す
る
道
具
）
の
備
え
が
充
分
で
な
い
場
合
は
、
城
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
説
く
。
こ
の
記
述
は
、
視
点
が
守
備
側
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
攻
権
篇
に
存
在
す
る
記
述
な
の
で
、
恐
ら
く
（ 223 ）
え
、
三
月
に
し
て
後
に
成
る
。
土
を
踊あ
げ
て
距
闉
又
た
三
月
に
し
て
後
に
已
わ
る
。
恐
ら
く
は
人
を
傷
つ
く
る
こ
と
之
甚
し
き
な
り
。
故
に
城
を
攻
む
る
を
下
と
為
す
と
曰
う
。
然
れ
ど
も
攻
む
る
に
も
亦
た
道
有
り
、
必
ず
彼
の
強
弱
を
審
ら
か
に
し
、
我
の
衆
寡
を
量
り
、
或
い
は
攻
め
て
囲
ま
ず
、
或
い
は
囲
み
て
攻
め
ざ
る
に
在
り
。
此
の
道
を
知
ら
ば
、
則
ち
能
く
勝
つ
。（
前
集
巻
之
十
「
攻
城
法
」）
冒
頭
で
第
二
節
で
引
用
し
た
『
孫
子
』
謀
攻
篇
の
言
を
引
用
し
、
攻
城
が
下
策
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
改
め
て
行
っ
た
後
、
「
然
れ
ど
も
攻
む
る
に
も
亦
た
道
有
り
」
と
し
て
論
述
を
進
め
て
い
く
。
そ
の
「
道
」
と
は
「
必
ず
彼
の
強
弱
を
審
ら
か
に
し
、
我
の
衆
寡
を
量
り
、
或
い
は
攻
め
て
囲
ま
ず
、
或
い
は
囲
み
て
攻
め
ざ
る
」
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
は
、
こ
の
「
道
」
に
つ
い
て
、『
孫
子
』
を
引
用
し
つ
つ
解
説
す
る
。
そ
の
際
、
間
諜
や
攻
城
兵
器
に
つ
い
て
は
言
及
す
る
が
、
地
形
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は
な
い
。
な
お
本
文
の
後
に
は
、
攻
城
兵
器
に
関
す
る
具
体
的
な
図
を
解
説
付
き
で
載
せ
て
い
る
（
注
10
）
。
攻
城
が
容
易
で
あ
る
条
件
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
攻
権
篇
に
は
、「
夫
城
邑
空
虛
而
資
盡
者
、
我
因
其
虛
而
攻
之
。（
夫
れ
城
邑
空
虚
に
し
て
資
尽
く
る
者
は
、
我
其
の
虚
な
る
に
因
り
て
之
を
攻
む
。）」
と
い
う
記
述
も
存
在
す
る
。
攻
撃
す
る
城
に
、
人
や
資
材
が
存
在
し
な
い
場
合
は
攻
撃
す
べ
き
で
あ
る
、
と
説
く
。
こ
こ
で
引
用
し
た
『
尉
繚
子
』
の
記
述
は
、
雄
牝
城
篇
と
同
じ
く
、
攻
め
る
こ
と
が
で
き
る
城
の
条
件
を
提
示
す
る
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
地
形
と
関
連
さ
せ
て
説
く
こ
と
は
な
い
。
最
後
に
、
成
立
時
代
が
下
る
が
、『
武
経
総
要
』
を
確
認
し
た
い
。用
兵
之
法
、
全
國
爲
上
、
破
國
次
之
。
全
卒
爲
上
、
破
卒
次
之
。
此
謂
用
謀
以
降
敵
、
必
不
得
已
。
始
修
車
橹
、
具
器
械
、
三
月
而
後
成
。
踊
土
距
闉
、
又
三
月
而
後
已
。
恐
傷
人
之
甚
也
。
故
曰
攻
城
爲
下
。
然
攻
亦
有
道
、
必
在
乎
审
彼
之
強
弱
、
量
我
之
衆
寡
、
或
攻
而
不
圍
、
或
圍
而
不
攻
。
知
此
之
道
、
則
能
勝
矣
。
用
兵
の
法
、
国
を
全
う
す
る
を
上
と
為
し
、
国
を
破
る
は
之
に
次
ぐ
。
卒
を
全
う
す
る
を
上
と
為
し
、
卒
を
破
る
は
之
に
次
ぐ
。
此
れ
謀
を
用
い
る
に
以
て
敵
を
降
す
を
謂
い
、
必
ず
已
む
を
得
ざ
る
な
り
。
始
め
て
車
橹
を
修
め
、
器
械
を
具
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五
、『
墨
子
』
の
守
城
論
と
「
地
」
こ
れ
ま
で
、
雄
牝
城
篇
の
如
く
攻
城
戦
と
地
形
を
密
接
に
関
連
付
け
る
記
述
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
、『
孫
子
』
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
兵
書
を
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
様
々
な
側
面
か
ら
攻
城
戦
に
つ
い
て
ア
プ
ロ
ー
チ
が
さ
れ
て
い
た
が
、
地
形
の
重
要
性
に
触
れ
る
記
述
は
少
な
く
、
雄
牝
城
篇
の
よ
う
に
、
地
形
と
の
関
係
性
を
主
眼
に
置
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
攻
城
論
と
対
を
成
す
「
守
城
」
論
に
お
い
て
、
地
形
は
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
視
野
を
広
げ
て
検
討
し
た
い
。
中
国
の
守
城
論
を
述
べ
る
文
献
と
い
え
ば
、『
墨
子
』
で
あ
る
。
『
墨
子
』
は
現
在
、
備
城
門
篇
を
は
じ
め
と
す
る
十
一
の
篇
に
お
い
て
、
守
城
論
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
中
で
、
地
形
に
つ
い
て
言
及
す
る
箇
所
は
、
数
ヶ
所
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
備
城
門
篇
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
凡
守
圉
之
法
、
城
厚
以
高
、
池
深
以
廣
、
高
樓
撕
循
、
守
備
繕
利
、
薪
食
足
以
支
三
月
以
上
、
人
衆
以
選
、
吏
民
和
、
大
臣
有
功
勞
於
上
者
多
、
主
信
以
義
、
萬
民
樂
之
無
窮
。
不
然
、
父
母
墳
墓
在
、
不
然
、
山
林
草
澤
之
饒
足
利
、
不
然
、
地
形
之
難
攻
而
易
守
也
、
不
然
、
則
有
深
怨
於
敵
而
有
大
功
於
上
。
不
然
則
賞
明
可
信
而
罰
嚴
足
畏
也
。
此
十
四
者
具
、
則
民
亦
不
疑
其
上
矣
。
然
後
城
可
守
。
十
四
者
無
一
、
則
雖
善
守
者
不
能
守
矣
。
凡
そ
守
圉ぎよ
の
法
、
城
は
厚
く
し
て
以
て
高
く
、
池
は
深
く
以
て
広
く
、
高
楼
撕
循
、
守
備
繕
利
し
、
薪
食
は
以
て
三
月
以
上
を
支
う
る
に
足
り
、
人
衆
く
し
て
以
て
選
び
、
吏
民
和
し
、
大
臣
は
上
に
功
労
有
る
者
多
く
、
主
は
信
に
し
て
以
て
義
、
万
民
は
之
を
楽
し
む
こ
と
窮
ま
り
無
し
。
然
ら
ず
ん
ば
、
父
母
墳
墓
在
り
。
然
ら
ず
ん
ば
、
山
林
草
沢
の
饒
は
利
す
る
に
足
り
、
然
ら
ず
ん
ば
、
地
形
の
攻
め
難
く
し
て
守
り
易
く
、
然
ら
ず
ん
ば
、
則
ち
敵
に
深
怨
有
り
て
上
に
大
功
有
り
、
然
ら
ず
ん
ば
則
ち
賞
明
ら
か
に
信
ず
べ
く
し
て
罰
厳
畏
る
る
に
足
る
。
此
の
十
四
の
者
具
わ
れ
ば
、
則
ち
民
も
亦
た
其
の
上
を
疑
わ
ず
。
然
る
後
に
城
守
る
べ
し
。
十
四
の
者
一
つ
も
無
く
ん
ば
、
則
ち
善
く
守
る
者
と
雖
も
能
く
守
る
こ
と
能
わ
ず
。（
備
城
門
篇
）
計
十
四
に
も
及
ぶ
守
城
の
た
め
の
条
件
に
、「
山
林
草
沢
の
饒
は
利
す
る
に
足
る
」「
地
形
の
攻
め
難
く
し
て
守
り
易
き
」
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
ま
た
「
十
四
の
者
一
つ
も
無
く
ん
ば
、
則
ち
善
く
守
る
者
と
雖
も
能
く
守
る
こ
と
能
わ
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ず
」
と
あ
る
の
で
、
い
か
に
も
守
城
に
お
い
て
地
形
が
重
要
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
し
か
し
、「
此
の
十
四
の
者
具
わ
れ
ば
、
則
ち
民
も
亦
た
其
の
上
を
疑
わ
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
結
局
重
要
な
の
は
城
主
と
人
民
と
の
信
頼
関
係
で
あ
り
、
実
際
、
後
文
で
は
地
形
に
関
す
る
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。
同
様
の
現
象
は
、
号
令
篇
冒
頭
に
も
見
え
る
。
安
國
之
道
、
道
任
地
始
、
地
得
其
任
則
功
成
、
地
不
得
其
任
則
勞
而
無
功
。
人
亦
如
此
。
備
不
先
具
者
無
以
安
主
、
吏
卒
・
民
多
心
不
一
者
、
皆
在
其
將
長
。
諸
行
賞
罰
、
及
有
治
者
、
必
出
於
王
公
。
国
を
安
ん
ず
る
の
道
は
、
任
地
道よ
り
始
ま
り
、
地
其
の
任
を
得
れ
ば
則
ち
功
成
り
、
地
、
其
の
任
を
得
ざ
れ
ば
則
ち
労
し
て
功
無
し
。
人
も
亦
た
此
の
ご
と
し
。
備
へ
先
ず
具
わ
ら
ざ
る
者
は
以
て
主
を
安
ん
ず
る
無
く
、
吏
卒
・
民
の
多
心
に
し
て
一
な
ら
ざ
る
者
は
、
皆
其
の
将
長
に
在
り
。
諸
の
賞
罰
を
行
い
、
及
び
て
治
有
る
者
は
、
必
ず
王
公
に
出
づ
。
「
国
を
安
ん
ず
る
の
道
」
が
「
任
地
（
地
の
利
に
適
応
す
る
こ
と
）」
か
ら
始
ま
る
、
と
説
く
が
、「
人
も
亦
た
此
の
ご
と
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
以
下
で
は
、
上
下
が
一
致
団
結
す
る
こ
と
の
重
要
性
や
そ
の
た
め
の
方
策
、
場
合
ご
と
の
軍
令
等
、「
人
」
に
関
わ
る
内
容
を
述
べ
る
。
『
墨
子
』
で
は
、
こ
の
二
箇
所
以
外
に
も
、
守
城
を
説
く
際
、
地
形
に
つ
い
て
触
れ
る
記
述
は
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
部
分
を
具
体
的
に
解
説
す
る
こ
と
は
な
い
。
逆
に
、『
墨
子
』
の
守
城
戦
で
多
く
解
説
さ
れ
る
の
は
、「
守
備
兵
・
城
民
の
統
制
」
や
「
敵
の
攻
城
手
段
に
関
す
る
技
術
的
対
策
」
で
あ
る
。「
守
備
兵
・
城
民
の
統
制
」
に
つ
い
て
は
、
旗
幟
篇
・
号
令
篇
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
方
策
を
説
き
、「
敵
の
攻
城
手
段
に
関
す
る
技
術
的
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
備
城
門
篇
・
備
高
臨
篇
・
備
梯
篇
・
備
水
篇
・
備
突
篇
・
備
穴
篇
・
備
蛾
篇
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
防
御
法
を
解
説
す
る
。
つ
ま
り
、『
墨
子
』
に
お
け
る
地
形
の
重
要
性
は
、「
守
備
兵
・
城
民
の
統
制
」
や
「
攻
城
に
関
す
る
技
術
的
対
策
」
に
次
ぐ
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
原
因
は
、『
墨
子
』
に
見
え
る
「
兼
愛
」「
非
攻
」
の
思
想
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
守
城
戦
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
城
が
都
合
良
く
守
城
側
に
と
っ
て
有
利
な
地
形
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
不
利
な
地
形
を
有
利
な
地
形
に
変
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
城
の
内
外
が
不
利
な
「
地
」
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
城
の
民
を
見
捨
て
る
こ
と
は
、「
兼
愛
」「
非
攻
」
を
掲
げ
る
墨
家
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に
と
っ
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
『
墨
子
』
で
は
、
地
形
よ
り
も
、
人
為
的
に
守
城
の
助
け
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
「
守
備
兵
・
城
民
の
統
制
」
や
「
敵
の
攻
城
手
段
に
関
す
る
技
術
的
対
策
」
を
重
視
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る（
注
11
）
。
結
語
以
上
、
雄
牝
城
篇
の
兵
学
思
想
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
中
国
兵
書
に
お
い
て
、『
孫
子
』
地
形
篇
・
九
地
篇
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
形
に
つ
い
て
言
及
す
る
記
述
は
諸
書
に
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
主
に
野
戦
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
墨
子
』
の
守
城
論
に
も
、
一
部
地
形
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
た
が
、
雄
牝
城
篇
の
よ
う
に
具
体
的
に
述
べ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
方
で
雄
牝
城
篇
は
、
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
る
中
国
兵
書
中
で
は
唯
一
、
攻
城
戦
を
地
形
と
関
連
付
け
て
具
体
的
に
論
じ
て
い
た
。
雄
牝
城
篇
の
思
想
史
的
意
義
は
、
こ
の
点
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
戦
国
中
期
以
降
に
な
る
と
、「
論
政
論
兵
之
類
」
に
あ
る
十
陣
篇
・
十
問
篇
・
将
敗
篇
・
五
名
五
恭
篇
の
よ
う
に
、
箇
条
書
き
に
し
て
兵
学
を
分
か
り
や
す
く
整
理
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
な
さ
れ
、
恐
ら
く
そ
の
一
環
で
雄
牝
城
篇
が
誕
生
し
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
成
立
し
た
雄
牝
城
篇
は
、
極
め
て
具
体
的
な
内
容
で
あ
る
た
め
、『
孫
子
』
が
重
視
す
る
「
奇
正
」「
無
形
」
の
よ
う
な
臨
機
応
変
さ
・
柔
軟
さ
に
欠
け
る
と
い
う
欠
点
を
持
つ
。
ま
た
、『
孫
子
』
で
攻
城
が
下
策
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
以
来
、
中
国
兵
学
で
は
、
そ
の
価
値
観
が
受
け
継
が
れ
た
た
め
、
攻
城
に
つ
い
て
理
論
・
思
想
を
深
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
雄
牝
城
篇
が
、
後
世
伝
承
さ
れ
る
こ
と
な
く
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
原
因
は
、
こ
れ
ら
の
点
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
注
（
1
）	
ま
た
、『
孫
臏
兵
法
』
地
葆
篇
も
、「
陵
を
迎
う
る
」
こ
と
を
「
勝
た
ざ
る
」
条
件
の
一
つ
に
挙
げ
る
。
（
2
）	
な
お
、『
墨
子
』
備
高
臨
篇
に
は
、
周
囲
に
高
所
が
無
く
て
も
、
攻
城
側
が
自
ら
土
で
丘
を
作
り
、
そ
こ
か
ら
矢
や
石
を
射
か
け
る
「
臨
」
と
い
う
戦
術
に
対
す
る
防
御
法
を
説
く
。
こ
こ
か
ら
も
、
い
か
に
攻
城
戦
で
高
所
が
重
要
か
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
3
）	「
論
政
論
兵
之
類
」
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、『
竹
簡
学
』（
大
阪
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
第
三
部
第
二
章
、
及
び
拙
稿
「
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
聴
有
五
患
」
篇
と
古
代
中
国
の
「
聴
」」（『
待
兼
山
論
叢
』
第
四
十
八
号
哲
学
篇
、
大
阪
大
学
文
学
会
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。
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（
4
）	「
張
家
山
漢
簡
『
蓋
廬
』
に
お
け
る
兵
権
謀
家
的
思
想
」（『
国
際
文
化
研
究
』
第
十
五
号
、
二
〇
〇
九
年
）
（
5
）	『
日
月
風
雨
雲
気
占
』
は
、
元
々
『
刑
徳
』
甲
篇
・
乙
篇
と
同
じ
帛
に
書
か
れ
て
い
た
文
献
で
あ
り
、『
星
占
書
』・『
雲
気
占
』・『
軍
雑
占
』
等
と
仮
称
さ
れ
て
き
た
が
、
劉
楽
賢
『
馬
王
堆
天
文
書
考
釈
』（
中
山
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
の
『
日
月
風
雨
雲
気
占
』
と
い
う
命
名
が
最
も
内
容
に
相
応
し
い
と
判
断
し
た
た
め
、
劉
氏
に
従
っ
た
。
ま
た
、『
日
月
風
雨
雲
気
占
』
の
本
文
引
用
に
際
し
て
は
、
湖
南
省
博
物
館
、
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
、
裘
錫
圭
主
編
『
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
簡
帛
集
成　
伍
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
）
を
底
本
と
し
た
。
（
6
）	
例
え
ば
曹
操
は
、「
曹
操
曰
、
以
十
敵
一
則
圍
之
、
是
將
智
勇
等
而
兵
利
鈍
均
也
。
若
主
弱
客
強
、
不
用
十
也
。
操
所
以
倍
兵
圍
下
邳
生
擒
呂
布
也
。（
曹
操
曰
く
、
十
を
以
て
一
に
敵
す
れ
ば
則
ち
之
を
囲
む
は
、
是
れ
将
の
智
勇
等
し
く
兵
の
利
鈍
均
し
け
れ
ば
な
り
。
主
弱
く
客
強
き
の
ご
と
け
れ
ば
、
十
を
用
い
ざ
る
な
り
。
操
倍
兵
も
て
下
邳
を
囲
み
呂
布
を
生
擒
と
す
る
所
以
な
り
。）」
と
注
し
て
い
る
。
（
7
）	
例
え
ば
杜
牧
は
、「
杜
牧
曰
（
中
略
）
西
魏
末
、
梁
州
刺
史
字
文
仲
和
據
州
、
不
受
代
。
魏
將
獨
孤
信
率
兵
討
之
、
仲
和
嬰
城
固
守
、
信
夜
令
諸
將
以
衝
梯
攻
其
東
北
、
信
親
帥
將
士
襲
其
西
南
、
遂
克
之
也
。（
杜
牧
曰
く
（
中
略
）
西
魏
末
、
梁
州
刺
史
字
文
仲
和
に
州
に
拠
り
、
代
わ
る
を
受
け
ず
。
魏
将
独
孤
信
兵
を
率
い
て
之
を
討
ち
、
仲
和
嬰
城
し
て
固
く
守
り
、信
、夜
諸
将
を
し
て
衝
梯
を
以
て
其
の
東
北
を
攻
め
さ
せ
し
め
、
信
、
親
ら
将
士
を
帥
い
て
其
の
西
南
を
襲
い
、
遂
に
之
に
克
つ
な
り
。）」
と
注
し
て
い
る
。
（
8
）	『
孫
臏
兵
法
』
と
「
論
政
論
兵
之
類
」
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
孫
臏
兵
法
』
再
考
︱
「
義
兵
」
と
「
詭
道
」」（『
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
』
第
三
十
六
号
、
関
西
大
学
中
国
文
学
会
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。
（
9
）	
具
体
的
に
は
、『
呉
子
』
論
将
篇
・
応
変
篇
や
『
六
韜
』
林
戦
篇
・
烏
雲
山
兵
篇
・
烏
雲
沢
兵
篇
・
分
険
篇
等
に
存
在
す
る
。
（
10
）	
そ
の
他
、『
虎
鈐
経
』
や
『
太
白
陰
経
』
に
は
、「
攻
城
具
」
に
つ
い
て
ま
と
め
た
篇
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在
す
る
が
、『
武
経
総
要
』
の
よ
う
に
、
よ
り
包
括
的
な
攻
城
の
「
法
」
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
な
い
。
（
11
）	『
墨
子
』
の
他
、
守
城
に
関
す
る
記
述
は
、『
尉
繚
子
』
守
権
篇
、『
守
法
守
令
等
十
三
篇
』
守
法
篇
、『
太
白
陰
経
』
守
城
具
篇
・
築
城
篇
、『
武
経
総
要
』
の
「
守
城
」
に
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
地
形
を
主
題
と
す
る
こ
と
は
な
い
。
（ 228 ）
